
主催 菅平水土里会 ／ 筑波大学菅平高原実験センター 

 

 

 

 

 

 

 
農業、グラウンド、自然保護、観光、菅平ダム・下流域など、様々な立

場の人が菅平湿原とどう関わっているのか、このままだと何が困るのか、

立場を超えて現状の認識と課題を広く共有することが目的です。 

多くの方にご参加いただき、菅平湿原の将来について考え始めるきっか

けになることを願っています。どうぞお気軽にご参加ください。 
 

下条 幹男 グラウンドの事情について 

小林 明人 農業の事情について 

市川 新 菅平湿原の土砂移動と陸地化について 

木村 輝佳 菅平湿原の自然について 

真田地域自治センター産業観光課 嬬恋村の土砂対策について 

加々美 貴代 菅平湿原の観光価値と地元経済への貢献について  

田中 健太 湿原の時間・人の時間 

     

 

 

 

 

平成 26年 5月 26日（月）19時 ～ 21時 

菅平高原国際リゾートセンター 2階ホール 

（長野県上田市菅平高原 1223-1751） 

参加無料・当日受付 

問合せ先 筑波大学菅平高原実験センター TEL：0268-74-2002 


